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日本クルーズ＆フェリー学会講演会

かなりll!寺間がたってしまった話題で恐縮

だが、昨年11月に開雌された日本クルーズ

＆フェリー学会の識波会の概要をご紹介し

たい同学会は、日本の旅客船事業の振興

を目的として活動しており、毎年の総会に

合わせて講演会を開雌している。

今年の識演会は、11月111］(土)に横浜

みなと博物館の会議室をお借りして開催す

る予定なので、ご期待いただきたい。詐細

スケジュールについては、9月頃に決まる

予定なので、決まり次第、同学会のホーム

ページに掲載される。

さて、以下は、昨年の術演会の様子であ

る⑥

講演タイトル：クルーズ＆フェリーの最新

トレンド

まず錐者が、恒例の旅客船業界の簸新ト

レンドの報告をした。内容は、スウェーデ

ンのSHIPPAX発行の客船の統計年鑑の雌

新版に雄づいている。世界のクルーズ人口

は、2015年時点で2300万人となり、その

うち北米が59％と未だに|､ツプだが、欧州

の25％に次いでアジアが急激に伸びて8.5

辞
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％を占めるに至った。クルーズ人I~Iを掛国

の人口との比でみると、アメリカとオース

トラリアが4％弱となっており、続いてイ

ギリス、カナダ、ドイツが2％台で続く。

現代クルーズの寡占化は進み、旅客数で

のｼｪｱは、カーニバルが47％、RCCLが

24％、NCLが9%、MSCが4%となって

いる。またカジュアル船およびプレミアム・

ラグジュアリ船の各社の利益率についての

報告もあった

現代クルーズの3グループの収入の内訳

が、チケット収入が72～78％で、船_'1売上

は22～28％であり、今後、各社ともに船上

売｣二の拡大に力を入れるのではないかとし

た。コスト樅成については、人件賛が21～

30％、食材費が12～13％、燃料費が16～20

％に対し、那務所・宣伝・チケッ|､販売が

25～27％と上外しており、これは｢9.11テロ」

以来、クルーズ発符港が分散し、さらに世

界腱開が始まって各地での陸上経費が墹加

しているためとした。減価償却は、どのグ

ループも20％程度とのこと。

クルーズ客船の新造は、2015年まで低調

だったが2016年完成からは倍増し、さらに

…
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2019;年は3傭にまで増加しているとした。

2006年から東アジアに現代クルーズが

進出し、中厭lマーケットでマーケットが急

墹しており、上海、天津、海南島発着クル

ーズが『I'厩l発表では113万人になっており、

それに統いて11本の23万人、台湾の13万

人と続いている。

大阪府立大学のレポートでは、現代クル

ーズがⅡ〔アジアに順I淵に導入されれば、

2022年には、｜1本は128万人、中国は156万

人となり、束アジアで300万人のクルーズ

人I_1になると2011年に予測をしていたが､

その後のﾄIlllでの急成長からすると過小評

価となっているII能性が大きいとした。

最近のクルーズの変質については、レス

トランサービスの多様化、船内の等級化、

フォーマルからの脱却、インターポーテイ

ング、主要寄港地での1泊化、クルーズ内

容の地域のカスタマイズ化が進んでいると

した。

フェリーについては、全世界で22億人が

乗船し、粟川ili3億台、バス87万台、I､レ

ーラー4000万台を巡んでおり、いずれも微

増傾向にあるとした。また、特に欧州では

大型カーフェリーの老朽化が進み、1/3の

船が船齢25年を超えて代替時期にあるとし

た。欧州のフェリー会社は経営が改善傾向

にあるが、新造船はまだ少なく、しかも小

型化傾向にある。燃料価格の低減から高速

カーフェリーが復活しつつあるのも1つの

特徴とした。また、環境面から、客船の

LNG燃料化は急速に進展しているとした。

講演タイトル：客船に関連する国際規則の

動向

Imu1ill:俄大|仮大学教授は、IMOにおける

客船関連のI1ill簾脱1111の動向について説明し

た。コスタ・コンコルデイアの座礁．転覆

事故以来、クルーズ客船の安全性の問題が

IMOでも取りあげられ、避難訓練を出港前

または直後と早期に実施することが義務付

けられた。また、価突して浸水した時の安

全性を担保するための損傷時区画復原性規

則の要I'|:である喫求IXIII1i掃数のRの大I幅引

上げが欧州から提案されて合意されており、

大蝿の答ﾙﾙではあまり問題はないが、比較

的乗興の少ない客船、フェリーで大きな影

響があるため、Rを小型客船で緩和する修

正案が我が側などから提出され、2016年

11月21Hの週のIMOの会議で審議される

ことが紹介された

講演タイトル:IMOのEEDI規則がフェリ

ーに与える影響

筆者は、IMOにおける船舶からのCO2排

出を抑制するためのEEDI規則について解

説し、欧州から、この規制が客船およびフ

ェリーで大きな|ﾊl題となっており、客船お

よびフェリーに対する修正案が提案されて

いることを紹介した。

問題は、現EEDI規則がCO2排出量の規

制lli4iを!I噛貨亜i(|､ンだけの関数としている

ことで、11MMf砿職の怪い客船やフェリーに

適用することが合理的でないことから、総

トン数と,l砿貨嘔l,1との関係を求めて修正す

ることを欧州は提案している。また、現行

EEDI規則がばら砿み船やタンカーを対象

につくられたため、速力が遅い船用になっ

ており、客船およびフェリーでは速力を考

慮するための修lliをするべきと主張してい

る。

また、錐背のIﾘf究室での研究では、

譲駕鐵蕊蕊灘鴬

－34－










